
今、次々とお礼の手紙や子どもたちが楽しんで本を読

んでいる写真などが届いています。ドイツをはじめ、今

回マッチングに参加してくださったクラブへはこうした

情報を送り共有し、協力してくださったロータリーの皆

さまへ感謝の気持ちを届けています。

図書の選定にあたっては、福島県立図書館の企画部の

皆さまからさまざまな助言をいただきました。調査段階

では、学校の状況について浜通りの教育委員会の方に貴

重な情報をいただきました。図書の購入に際しては、福

島市の西沢書店に大変お世話になりました。寄付という

形で図書の値引きをしていただいたり、マッチングの寄

付から配送の費用は出ないということで、浜通りの30

の学校全てに寄贈図書をご厚意で届けていただいたりし

ました。

このプロジェクトに参加してくださったクラブ、ガバ

ナーならびにロータリー財団委員長の皆さま、国際ロー

タリーならびにロータリー財団の皆さま、そして多くの

ロータリアンの皆さまに、あらためて深く感謝申し上げ

ます。

今回のプロジェクトは、ロータリー財団国際親善奨学

生であった学友であり、ロータリアンでもある私たちの

仲間の好意と友情によって始まったということです。そ

して、その学友たちをロータリアンに育てたのは、日本そ

して世界中のロータリアンの皆さまであるということな

のです。あらためてロータリーの素晴らしさに敬意を表

するとともに、心から感謝の気持ちをお伝えしたいと思

います。ありがとうございました。（第2530地区　福島県）

「議
司の折り鶴が仙台へ

金沢みなとRC　鶴賀　雄子

1978年に100万枚を超す大ヒットとなった「青葉

城恋歌」で知られる歌手・さとう宗幸さんを仙台からお

招きして、東日本大震災からの復興を支援する企画で、

9月25日「さとう宗幸チャリティートーク＆コンサー

ト」（入場料は無料）を開催いたしました。

同世代にはたまらない、魅力のある甘い歌声を聴こう

と、500人の定員のところ、600人もの申し込みがあり、

うれしい誤算でした。曲が流れ、歌が始まりしばらくす

ると会場のあちらこちらから、すすり泣きが聞こえてき

ました。さとうさんの柔らかな歌声にじっと耳を傾けて

いました。
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東日本大震災

当日会場では

尾山台高校のイ

ンターアクター

らが作った募金

箱を設置し、学

生たちの呼びか

けをしました。

さとう宗幸さん

の歌声に感動

し、5月にご主

人が急逝したと

いう匿名の女性

から「被災地の

子どもたちのた

めに役立ててください」と、100万円の寄付がありま

した。義援金は全て、さとうさんが支援している「みや

ぎびっきの会」へ寄付しました。

また、ステージや会場に飾られた、会員企業の社員や

家族の皆さんが復興を願って制作した5万羽の折り鶴

の吹き流しを見て、「すぼらしい出来」と感動したさと

うさんのご厚意で、今年の夏、東北を代表する夏祭りを

華麗に彩る、仙台七夕まつりの会場に飾られることにな

りました。　　　　　　　　　　（第2610地区　石川県）

被災地へつなぐ

ロータリアンの思い

浦和ロータリークラブ

昨年7月、第2240地区チェコ・オババロータリー

クラブ（RC）の会員が中心となって、東日本大震災被

災者救援のためのクラシック音楽・チャリティーコンサ
ートが開催されました。当日集まった浄財14万1，707

コルナ（約64万円）が、第2770地区の浦和RC、浦

和南RC、さらに第2520地区（岩手県）の宮古RCの

手を経て、震災で家族と家を同時に失った県立宮古水産

高校の生徒4人に届きました。

オババRCでは被災者1～2家族を対象としての日本

での受け入れ先を模索すべく、日本在住のニュージーラ

ンド人、デスモンド・バリー氏に話を持ちかけました。

同氏は浦和RC会員の高窪昭雄バストガバナーに緑があ

り、頼ってきたことから支援先の検討が始まりました。

高窪さんからの連絡を受けた浦和RCでは、子クラブで

ある浦和南RCが、宮古RCと1978年以来姉妹クラ
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ブとして提携していることから、これを打診しました。

同クラブの提案により、対象を「宮古水産高校の生徒4

人」に絞り込み、今回浦和RCで10万円、浦和南RC

で約6万円を加えて、各生徒に20万円が渡るようにし

て、10月5日宮古RCから同水産高校校長先生に「目

録」が現地で手渡されたのです。宮古水産高校は1895

（明治28）年に設立以来、日本の水産事業に携わる若い

世代を毎年多く育んできました。

チェコはかつて「ヨーロッパのコンセルヴァトワール」

とも呼ばれ、スメタナやドボルザークなどの作曲家をは

じめ、名演奏家を輩出、古くから音楽の都として幾多の

音楽家を育成しています。今回遠く離れたオババRCの

会員による、クラシック音楽チャリティーコンサートで

集めた日本に対する震災支援の思いが、義援金という形

でオババから始まり、デスモンド氏、浦和、浦和南、最

中尊寺で復興支援例会

大船渡乗高等学校インターアクトクラブ
水沢農業高等学校インターアクトクラブ

10月8日、大船渡東高等学校と水沢農業高等学校のイ

ンターアクターたちが一堂に会して対面式を挙行。バイキ

ング形式のランチを楽しみ、6月に世界遺産に登録された

平泉・中尊寺の視察旅行にでかけました。インターアクタ
ーたちと教師、ロータリアンにとっても津波犠牲者への鎮

魂と復興への強い決意の一日となりました。
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後に宮古の各クラブを経て橋渡しを行い、無事に宮古水

産高校の生徒さんへ伝わりました。

あらためてオババRCの皆さんに感謝したいと思いま

す。　　　　　　　　　　　　　　（第2770地区　埼玉県）

子どもたちの心のケアのために

楽器を贈ろう
第2780地区財団補助金前委員長　堀川

委員長　川口

今回の東日本大震災の支援活動として、被災地の子ど

もたちへの楽器支援は、茅ヶ崎中央ロータリークラブ（R

C）とかながわ湘南RC会員が、3月17日から現地に

入り支援活動に協力した時から始まりました。最初に現

地入りしたのは岩手県大槌町でした。19日には陸路が

遮断されていた宮城県南三陸町にヘリコプターで入りま

した。ヘリコプターでの作業を含めた支援は4月ごろ

まで続けました。

活動の中で、今後の支援についてどういったことをし

ていけはいいのか情報を収集分析しながら現地調査を行

ってきました。そういった経緯で大槌町と南三陸町に焦

点を絞り、支援をしていくことにしました。検討した結

果、「傷ついている子どもたちに、心のケアのため楽器

を贈ろう」となり、大槌町と南三陸町の吹奏楽部がある

小中学校へ楽器を贈ることとなりました。

この子どもたちへの楽器支援のため、6月下旬に現地

の学校を訪れ、先生方との意見をもとに志津川中学校、

歌津中学校、志津川小学校、大槌中学校の4校に贈る

ことに決まりました。

この楽器支援は、特定非営利活動法人アムダと第

2780地区の協力支援体制に始まり、茅ヶ崎中央RC、

かながわ湘南RCはじめ地区内の多くのクラブの会員の

協力がありました。また、個々の楽器についてはトラン

ペット奏者であり東京嚢術大学講師の神代修氏と船橋市

交響楽団団長の吉田康彦氏には、学校の吹奏楽活動のニ
ーズ調査に協力いただきました。

9月22日に志津川小学校にて楽器支援の贈呈式を執

り行いました。この贈呈式には、茅ヶ崎中央RC、かな

がわ湘南RCの会員、各学校の児童・生徒代表、学校関

係者、南三陸町役場関係者の方々、また、仙台から仙台

レインボーRCの山田康会長、梶浦正ロータリー財団補

助金委員長にもお越しいただき、無事に楽器の引き渡し

ができました。この贈呈式の模様は、地元のテレビで放
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